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嗣,遠藤裕久,小川 泰各氏であるが,これVL華人かの人が加 った. 多 くの話
題の提供や議論が活瀞におこなわれ,その結果 これからどのような研究方向へ
の進展が考えられるかについての鍍論を一応一つの目安 として最終 日に立案 し





勿論これ らのプロジェク トは互いに緊密Vt開連 してお り,ここに示した5つ
の分類法は必ずしも最適のものではないことも注意しておきたいC
話 題 提 供
(1) 融点極大近傍の熱力学的考察＼
q 慶大点指数 "忙ついて -

































5. 液 体金属中のイオン間多体力 (o涯部 ,校浦)





京大 ･基研 榎 田 博 嗣
融点極大vTL関する理論的研究は, (千)現象論的段階, 描 )分子論的段階 ,
(BD 電子論的段階VC大別される.ここでは 日 ) の段階に立 って,一般的Uz:融
点慶大近傍 わ物質の熱力学畳め振舞の可能性にらいて論ずる0






p - pm = Sp ' T - Tm = 8TI
vi - Vim≡ S vi , Si - Sim 三 8 si (i-5,i)
? ??? ー
? ?? ?? ? ?
?
とお くo p,T,Ⅴ,Sは圧力,_温度,モ JV捧嶺 ,モ )Vエ ン トロ ピー , Suffix
のmは融点魅大陀おける値を示し, S,Cはそれぞれ固相線,液相線上の値を
示すo




∂T～WpLa± , ∂vi～ 胸 lβii , SSi～ 胸 了 it
△Ⅴ ≡ ve-vs～ tSpIβ 士 , △S≡ S2-Ss～ L8plγ±
た- A～ B±は 0<Spltmo± lA′B +J < + -
を意味する. 以下 pく Pm 叉は p> pm の一方の領域に限って論ずるので･
簡単のため指数の上つきの士は省略サ ることVEする｡
8p -ヰ 0 のとき ,一般に
∂T - 0, ∂V1- 0, ∂S1- 0,
0 ≦ l△SI く - , 0≦ I△Vt< -
であるから,
α> 0, β1> 0, γi> 0,
β≧ 0, γ≧ 口
であるo
clausius-Clapeyron式
且 (8T ) △Ⅴ
d.(89 ) △S
に (1),(2)を用いると,
α- 1 - β-γ
が得 られる｡ ここで












一般に A～ ISplx, ヨ～ I8ply, Ⅹ≧ y で,A,B宜独立に
値を与える系を考え得 るときは
A ± f3- l∂ply .
とするoこれより,△Ⅴ - 0の ときは･△Ⅴ- ∂ve-SVs故 ･











) △S→ 〇･ △Ⅴ → 0, βe= γe
(b) △Sラ憂0, 4V声 o
摘 ) a> 1: (a) △S- 0, △Ⅴ - 0, α- 1+β8-γe
('D′) △S一声 O, △Ⅴ- 0, a- 1+βe ｡





ubDelohd_eは △Sと △Ⅴの実験的彊係を外挿 してこのよう夜臨界融点の存




一般に,△S-ヰ0, △Ⅴ-ヰ 0 のとき
⊥B5二･
松田博嗣
･si- (器 )T 8Vi ･(詣v ST
- (33)v 8Vi+聖 8Tで
6Si-(器 )T 8p ･(芸 ), ∂T






･si～ (静 V - βi ･ 菩 胸 Ia■
aSi ～-(器)p ∂p･立 働 IaT
先ず ,cv< - のときを考える｡
戯 液相線上で ,6p - Oのとき,
この仮崇を
菅 p--(芸)T (謎 Ⅴ I
となる｡
･SipT,V メ Oo




か くて (14日 C仮定2を用いて･∂Se～> 8･p oただし,A之 Bは 0≦
lim lB/AIく - を意味するO 故に γ-γi･≦ 1で ･ (161
∂p- o
aく1た ら,Pe< γe≦ 1であるoところが･仮定5と (15)よ'り,









～ 卜∂p十 a (17)
cp-cv - - T(av/aT)p2/ (av/ap)T
であるか ら, (171,(18)を (14)に用い ,
･se～ (翫 巨 .'･1







軌 ～ 18p了〆 ～ 誹 ~α
(171 よ り ,
'x 'T ～ 詔 ~10
(18)より , c p ～ 胸 I2γE一軒 ～ 榊 lβ C + 1- 2α
が得 - るo ま暑 菅 Tく 0故 ･ (21)よりβe≦ 10
よって (20)- (221の諸畳はすべて発散す るO
(20)
(21)
次に Cv->- (8p- oH 浸る場合,-- - .く - (器 )Tく -Jで あ
るO 何故なら,もし- 点で (Si)T-0- ,熱力学的考察より,そこでは
同時むて (∂2p/- T- Dとた り,このことが起 るのはノー 般vcT-p面上の孤
立点であ り,そ こで更tR:ソ cvエ ロ と在ること紘一穀に好貴いo




o≧(翫 2 葦 ～I8p了 pe-- 従って ,∂p,av,T-0
と怒 り,上の議論vE矛盾するo
以上,仮定 1,2,5の下での経論をまとめると,可能夜毅合として,
日 ) αく 1: △S→ 0,△V7io･ re= 1-α, 三重点
(n) α-1: (a) △S-ヰO,△Ⅴ→ 0,Pe=γ2, 二次転移
(D) △S7i0,△V74･O, 三重点
(距 ) 1+Pe>α>1:△S･- 0, △Ⅴ→ 0, γiI- 1+β8-α･
用t,) a=1+Pe:△LC■7io, △Ⅴ→ D,
特に,△S-.D プ △Ⅴ- 0の場合
(i) βC< 1ならば 0< Cvく∞ ･
(侶 PC≧ 1ならば
千 - 二 :'-I--':
二次転移
一次転移
･X )T～ 胸 〃 1, cp～18p11+βe~2α
cv- - , D>骨 T , --
となる｡
魅大点が熱力学的特異点でなければ,一般には a=2,βe= 1で ,一次転
移と怒る｡慶大点は熱力学的特異点vCな り得食いかどうか,今後の一つの研究
課鐘であろう｡
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